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１ 昨年の夏に行われた東京オリンピック・パラリンピックでは、聖火の燃料として*福島水素エネル

ギー研究フィールドで電気分解によってつくられた水素が用いられた。 

各問いに答えなさい。 

 

*（注）福島水素エネルギー研究フィールド：福島県浪江町に構築された大規模な水素製造施設 

 

問１ 図１は水の電気分解装置である。*陽極および*陰極で 

  発生する気体の物質名およびその気体を確認する方法を 

  答えなさい。 

 

   *（注）陽極：電源装置の＋極につないだ電極 

陰極：電源装置の－極につないだ電極 

 

 

 

 

 

 

 

 

   解答欄 

陽極で発生する気体 

物質名  

方法  

陰極で発生する気体 

物質名  

方法  

 

 

問２ 水の電気分解では、電流の流れをよくするために水酸化ナトリウム水溶液を加える。質量パー 

セント濃度が 30％の水酸化ナトリウム水溶液 50gに蒸留水を加えて、質量パーセント濃度を 5%に

したい。蒸留水を何ｇ加えればよいか、整数で答えなさい。 

 

解答欄 

 

 

 

（東京書籍「新しい科学」より） 

図１ 

g 



※のついた欄は記入しないこと ※ 

問３ 福島水素エネルギー研究フィールドでは、水の電気分解に必要な電気を太陽光発電や風力発電 

などでまかなうことにより、持続可能なエネルギーサイクルを目指している。こうしてつくられ 

た水素エネルギーの活用は、地球温暖化対策としても有効な手段の１つと考えられている。 

図２および図３を参考にして、地球温暖化のしくみや原因にふれながら、あなたが有効と考える

地球温暖化対策を、120 字以上 150字以内で書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*（注）ppm：百万分率（1ppm＝0.001％） 

 

解答欄 

 

図２ 図３ 
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（気象庁ホームページのデータをもとに作成） 

 

（気象庁ホームページのデータをもとに作成） 

 


